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大阪府河川構造物等審議会

平成25年2月12日（火）

― 報告内容 －

１．水門の津波に対する耐力検討フロー

２．補強方策の再検討

３．撤去方法の検討

資料１－２

防潮水門の津波への対策について
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１．水門の津波に対する耐力検討フロー

 水門の構造形式    
 水門施設の立地条件 
 波圧の形態       

検討
ケース

押し波時
【満潮位での閉鎖】

【上下流の水位差が最大】 解析手法の選定

引き波時
【満潮位での閉鎖】 解析モデル 【3次元骨組モデル】

【上下流の水位差が最大】 津波外力の載荷手法 【プッシュオーバー解析】

水門の津波に対する耐力検討フロー（案）

津波外力の評価式の選定 照査対象部位の選定

選定
条件

【直立式】

照査
箇所

主水門
①扉体  ②回転支承部  ③堰柱
④アンカーレイジ  ⑤ケーソン

【海中】
【非分裂・静的】

【谷本・鶴谷・中野の式】を選定
副水門

⑥扉体  ⑦回転軸、軸受
⑧戸当り部  ⑨堰柱
⑩ケーソン検討ケースの決定

解析手法に関する検討津波外力に関する検討
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小 大

「二次被害を起こさない」ように補強

補強レベルを満足できる現実的な補強方法を検討する。

補強方法の検討

水門各部の耐力判定
次の基準により、開閉能力や水門による二次被害の有無を判定する

水門耐力検討
における
判定基準

施設計画上の津波

最大クラス相当の津波

曲げ応力
せん断応力

運転可能レベル 運転不可（変形）レベル 破損レベル

流下能力確保のため、変形・破損した主水門や副水門の撤去
等が考えられる。水門の撤去方法・工期等を検討する。

補強レベルの選定 水門撤去の検討
施設計画上の津波 「水門が開閉動作できる」ように補強
最大クラス相当の津波

求められる性能
施設計画上の津波（Ｌ1津波） 水門が開閉動作できる

最大クラス相当の津波（モデル⑩） 二次被害を起こさない

鋼部材の場合：許容応力度

ＯＫ

解析結果

解析結果の判定

ＮＧ

検討終了

補強方策の検討

鋼部材の場合：引張強さ、せん断耐力

撤去方法の検討

補強不可能補強可能

補強を実施

津波シミュレーション

○津波リスク

○津波後洪水リスク

○水門撤去後高潮リスク

の把握

今回検討

１．水門の津波に対する耐力検討フロー

西大阪地区における防潮施設群の統合管理（体制）の在り方について

○ 現有施設での最も効果的でかつリスクの低い水門操作方法○新たな津波防御システムの検討
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２．補強方策の再検討
補強方策一覧表

補強箇所 補強方策 補強の可否

主水門

扉体

コンクリート充填 ×

鋼板増し厚（当て板） ×

炭素繊維貼付け 今回検討

部材の追加 今回検討

中央ピン
中央ピンの取替え ×

ケーブルによる連結 ×

回転支承部
回転支承部（ボス）の取替 ×

当て板による補強 今回検討

ボックスガーター コンクリート充填による一体化 ○

中央堰柱

コンクリート増打ち ○

鉄筋挿入 ×

炭素繊維（又は鋼板）巻き立て 今回検討

副水門
副水門戸当り 鉄筋挿入による補強 ○

ストッパー部 鉄筋挿入による補強 ○

×：補強不可 ○：補強可能
（前回審議結果より）
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２．補強方策の再検討
扉体
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内容

・ボスまわりに鋼板の当て板を行い補強する。

課題
・溶接作業が必要となり、熱歪みによる不具合、母材損
傷の恐れがある。

評価 ・施工が非常に困難であり、不可である。

当て板による補強

２．補強方策の再検討
回転支承部

軸受

軸

扉体

ボス

当て板追加
扉体

ボス
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２．補強方策の再検討
中央堰柱
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２．補強方策の再検討
補強方策一覧表（結果）

補強箇所 補強方策 補強の可否

主水門

扉体

コンクリート充填 ×

鋼板増し厚（当て板） ×

炭素繊維貼付け ×（今回検討）

部材の追加 ×（今回検討）

中央ピン
中央ピンの取替え ×

ケーブルによる連結 ×

回転支承部
回転支承部（ボス）の取替 ×

当て板による補強 ×（今回検討）

ボックスガーター コンクリート充填による一体化 ○

中央堰柱

コンクリート増打ち ○

鉄筋挿入 ×

炭素繊維（又は鋼板）巻き立て ×（今回検討）

副水門
副水門戸当り 鉄筋挿入による補強 ○

ストッパー部 鉄筋挿入による補強 ○

×：補強不可 ○：補強可能
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２．補強方策の再検討
補強対策の可否

施設計画上の津波（L1津波）
３水門とも主水門の一部で補強が出来ず、水門の開閉ができない可能性

施設計画上の津波（L1津波）

木津川 尻無川 安治川
扉体 × × 補強不要
中央ピン × × ×
回転支承部 × 補強不要 補強不要
ボックスガーター ○ ○ ○
中央堰柱 ○ ○ ○

副水門戸当り ○ ○ ○
ストッパー部 ○ ○ ○

×：補強不可  
○：補強可能

水門が確実に開閉動作できる
L1

求められる性能
水門

主水門

副水門

津波

※Ｌ２津波については、前回審議済みのとおり、水門補強により流失による

２次被害を防止
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○水門を撤去するには起重機船（クレーン付台船）が必要

○起重機船（クレーン付台船）が被災又は、他の被災地に使用

されている可能性がある為、手配が容易な200ｔ級を想定

３．撤去方法の検討
水門の撤去

定格荷重 台数(台）
200t以上 216
400t以上 54

現有作業船一覧2011 (社)日本作業船協会

起重機船(クレーン付台船）

（ ）内は近隣港湾(兵庫（神戸）、大阪、和歌山、徳島)
に所在している船舶

（38台）
（19台）
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主水門撤去作業に着手してからの概算撤去期間

３．撤去方法の検討
主水門の撤去

：切断箇所
注）本工程表は、資材や作業員の手配が平時と同様に実施できる場合を想定している。

地震・津波時では不測の事態により、さらに期間を要する可能性がある。

主水門撤去 工程表 【200t吊クレーン】

・撤去工法 ： 起重機船によるブロック撤去工法

概算工期 ＝ 1.3ヶ月

１ヶ月

日 10 20

月

切断工

30 10

２次切断・撤去

足場設備工

２ヶ月

ブロック撤去工

工 種

組 立

5日

16日

2次破砕場での作業

3日

解 体

16日

主水門撤去期間(21日） 0％

20％

40％

60％

80％

流下断面

100％
水中、海上同時施工

ブロック撤去（7ブロック）

9日

撤去に着手
できるまで
の期間

主水門撤去期間（21日）
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副水門撤去作業に着手してからの概算撤去期間

３．撤去方法の検討
副水門の撤去

：切断箇所
注）本工程表は、資材や作業員の手配が平時と同様に実施できる場合を想定している。

地震・津波時では不測の事態により、さらに期間を要する可能性がある。

副水門撤去 工程表 【200t吊クレーン】

・撤去工法 ： 起重機船によるブロック撤去工法

概算工期 ＝ 0.5ヶ月

２ヶ月

切断工

工 種
月

30 10

１ヶ月

日 10 20

足場設備工

ブロック撤去工

２次切断・撤去

組 立

2日

4日

2次破砕場での作業

2日

解 体

8日

副水門撤去期間(10日）

0％

20％

40％

60％

80％

100％
水中、海上同時施工

ブロック撤去（4ブロック）

4日

流下断面

撤去に着手
できるまで
の期間

副水門撤去期間（10日）
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「東日本大震災を踏まえた緊急提言」（国土交通省高速道路のあり方検討
有識者委員会）によると、東日本大震災発生後、港湾の復旧は災害発生後
1～13日程度の期間を要した。

３．撤去方法の検討
撤去に着手できるまでの期間（参考）

１３日後：港湾の復旧
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「東日本災害対応マネジメント」（土木学会）によると、東日本大震災発生後

３日以内に９０％の業界団体が震災対応のための体制を構築した。

３．撤去方法の検討
撤去に着手できるまでの期間（参考）

団体業種分類
大手建設業
地元建設業
港湾工事業
専門工事業
建設関連業
リース・レンタル業
その他

出典：東日本災害対応マネジメント 2012年11月 土木学会

○東日本大震災時の実績から、撤去作業に着手できるまでに

ある程度の期間を要する。

○震災の規模や被災状況により、期間は大きく異なることが考えられ、

水門の撤去開始までに長期間を要することも十分考えられる。


